東京基督教大学における「異文化理解」の学びに関する教育効果の検証：日韓関係のケース・スタディーを通して by 徐　 有珍 & Yujin  Seo
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ためには、アンケート調査が用いられ、それは 2017 年 6 月に実施された。対象と
なったのは、大学院生も含めた全学生で、アンケートは 60 人から回収された。60
人の内訳は、国際キリスト教学専攻の学部生 14 人、福祉学専攻の学部生 5 人、神
学科の学部生 36 人、院生 5 人であった。調査は数名の教員から協力を得て、いく
つかのクラスの中で実施された。またそれらのクラスを履修していない学生に対し
4　 J・W・クレスウェル『人間科学のための混合研究法─質的 ･ 量的アプローチをつなぐ研究デ
ザイン』（監修、翻訳）大谷順子、北大路書房、2010 年
































⑻　 あなたは TCU での「異文化交流」に、主体的に、また積極的に関わっていま
すか ?
p01-23徐.indd   4 2018/02/28   23:06













　アンケート調査は以下の順番で意図的に展開されている。質問 1 から質問 4 は、
日韓関係に関する個々の学生の認識の確認である。質問 5 から質問 7 は、TCU の
教育内容や教育環境が、個々の学生に与える影響に関する調査をしたもの。そして






マイケル ･ クイン ･ パットンの著書に記述されたグラウンデッドセオリーのガイ
ドラインに沿って実施された 5。インタビュー調査は、アンケート調査が実施された
翌月の、2017 年 7 月に実施された。対象者は、アンケート調査に参加した学生で、
インタビューに協力が可能な学生の中からランダムに選択された。なお、インタビ
ュー時間は、ひとり 40 –60 分程度で、アンケート調査の中の質問をさらに掘り下
げる形（個々のアンケート回答の背景や理由を尋ね、確認する質問を用いた方法）
で実施された。
5　 Michel Quinn Patton, Qualitative Research and Evaluation Methods, Thousand Oaks: 
Sage Publications, 2002.







③あまりそう思わない：32 人、④全くそう思わない：7 人、⑤よく分からない：8 人〉
　「とてもそう思う」という回答が 0 であった反面、「あまりそう思わない」「全く




して、以下のような回答があった。（複数選択可）〈①政治：0 人、②経済 6 人、③








経済 10 人、③軍事 23 人、④文化 5 人、⑤宗教（キリスト教）1 人、⑥その他（自






③あまりそう思わない：9 人、④全くそう思わない：0 人、⑤よく分からない：0 人〉
　「とてもそう思う」「ややそう思う」という回答者の合計は 51 人で、それは全体
の 85％となる。また、「その理由は何ですか」という自由筆記質問に対する回答に
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以下のような回答があった。（複数回答可）〈①人を通して：36 人、②新聞 ･ 雑誌：
20 人、③ TV ニュース：37 人、④ TV バラエティ ：ー7 人、⑤インターネット：28 人〉








うな回答があった。〈①とてもそう思う：19 人、②ややそう思う：30 人 、③あま
りそう思わない：6 人、④全くそう思わない：3 人、⑤どちらとも言えない：2 人〉
　「とてもそう思う」「ややそう思う」という回答を足すと全体の８割以上となり、







下のようであった。〈①とてもそう思う：15 人、②ややそう思う：22 人 、③あま
りそう思わない：9 人、④全くそう思わない：1 人、⑤履修したことがない：13 人〉






った。〈①とてもそう思う：12 人、②ややそう思う：19 人 、③あまりそう思わない：








ややそう思う：27 人、③あまりそう思わない：17 人、④全くそう思わない：2 人、
⑤関わり方がよくわからない：5 人〉 
　TCU 生の約 6 割は、主体的で積極的に関わっているという自己評価をしている。
一方で、「あまりそう思わない」「全くそう思わない」「関わり方がよくわからない」
という回答者の合計は 24 人で、それは全体の約 4 割であった。
アンケート質問⑨の結果
　「より良い日韓関係のために、自分自身（あなた個人）にもできることがあると
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思いますか。」という質問に対する回答は、以下のようであった。〈①とてもそう思
う：14 人、②ややそう思う：31 人、③あまりそう思わない：15 人、④全くそう思
わない：0 人、⑤そもそもあまり興味がない：0 人〉


















































6　 日本側の世論調査は、日本の 18 歳以上の男女を対象に 6 月 17 日から 7 月 2 日まで訪問留置回
収法により実施された。有効回収標本数は 1000 である。回答者の性別は、男性が 48.6%、 女
性が 51.4%。最終学歴は小中学校卒が 8.3%、高校卒が 46.5%、短大 ･ 高専卒が 19.1%、 大学
卒が 22.2%、大学院卒が 1.8%、その他が 0.7%。年齢は 20 歳未満が 2.3%、20 歳から 29 歳が
12.1%、30 歳から 39 歳が 14.8%、40 歳から 49 歳が 17.3%、50 歳から 59 歳が 14.5%、60 歳
以上が 39% となっている。
7　 韓国側の世論調査は、韓国の 19 歳以上の男女を対象に 6 月 11 日から 6 月 29 日まで調査員に
よる対面式聴取法により実施された。有効回収標本数は 1003 である。回答者の性別は、男性
が 49.8%、女性が 50.2%。最終学歴は小学校卒が 7.3%、中学校卒が 7.5%、 高校卒が 37.6%、
大学在学 ･ 中退（短大を含む）が 13.6%、大学卒が 32.2%、大学院以上が 1.9%。年齢は 19 歳
から 29 歳が 17.6%、30 歳から 39 歳が 17.4%、40 歳から 49 歳が 20.5%、50 歳から 59 歳が
19.8%、60 歳以上が 24.5% となっている。
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31 人であり、それは全体の約 5 割に値する。しかし一方で、「あまりそう思わない」
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　インタビュー調査は、アンケート調査終了の翌週に、3 人の TCU 生を対象に
実施された。対象となった 3 名は、質的研究（パットン）のガイドラインに従い、
purposeful random sampling8 の方法を用いて選出された。3 名の内訳は、国際キ
リスト教学専攻生 2 名（20 代前半、学部 3 年生と 2 年生）および教会教職専攻生（20
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9　 「破れ口に立つ」とは、旧約聖書エゼキエル書 22 章 30 の言葉で、東京基督教大学のコンセプ
トとして用いられている文言である。
10　Michael Byram, Teaching and Assessing Intercultural Communicative Competence, 
Multilingual Matters, 1997.
11　Ibid., 50–52.
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12　TCU 岡村直樹教授の「思春期の文化と伝道」クラスでは、日本のユース文化を調査 ･ 発表す
る課題が出され、ユース ･ サブカルチャー理解の取り組みがなされている。
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③ 本研究で実施されたアンケート調査では、学生 60 人から回答を得ることができ
た。60人の内訳が、国際キリスト教学専攻の学部生14人、福祉学専攻の学部生5人、
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